
テーマ：小児がんの子どもと 
      その家族の心理・社会的支援 

日時：2014年 4月12日 (土) 16 : 00 

場所：慶應義塾大学病院  
                臨床研究棟 1階ラウンジ 
               〒160-8582 東京都新宿区信濃町35 TEL:03-3353-1211 

主催：中外製薬株式会社 

『 Family-Centered Care ～こども・家族・医療スタッフと～  』 

座長  慶應義塾大学医学部 小児科 講師    嶋田 博之 先生 

【特別講演2】16:45 – 17:30 

国立成育医療研究センター 
米国チャイルドライフ協会認定チャイルド・ライフ・スペシャリスト    
                   伊藤 麻衣 先生 

『小児がん病棟のAYA世代から教えてもらったこと 
          〜AYA世代と子ども療養支援士の関わり〜』     

【特別講演1】16:00 – 16:45 

国立がん研究センター中央病院 小児腫瘍科 
子ども療養支援士  本田 真己子 先生 

【ディスカッション】17:30 – 18:00 



小児がんの治療は厳しい治療が長く続き、自宅から離れて入院生活を余儀

なくされるなど、その子どもと家族は身体的にだけではなく、社会的にも

精神的にも様々な困難を抱えます。

今回、小児がんの子どもにケアを提供している子どものスペシャリスト

として、「チャイルドライフスペシャリスト」と「子ども療養支援士」の

先生を講師にお招きし、活動を交えてお話いただきます。

小児がんを持つ子どもとその家族が安心して生活をしていくために、

子どもの成長を支える遊びや療養環境の調整、心理的サポートなど、

様々な職種、家族を交え、子どもたちのよりよいケアを検討していきます。

小児がんの子どもと
その家族の心理・社会的支援

第3回小児がんケア検討会



会場：慶應義塾大学病院 臨床研究棟1階ラウンジ
〒160-8582 東京都新宿区信濃町35

TEL 03-3353-1211

【JR】
総武線「信濃町」駅下車、徒歩約3分

【地下鉄】
都営大江戸線「国立競技場」駅下車（A1番出口）、徒歩約5分

講演会場
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